
新年度
しんね ん ど

あいさつ 

平成
へいせい

2９年度
ねんど

、生活
せいかつ

介護
かいご

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

ではマンボ

ウに新規
しんき

利用者
りようしゃ

が２名
めい

、一緒
いっしょ

に活動
かつどう

することにな

りました。また職員
しょくいん

も退職
たいしょく

や異動
いどう

があり、新
あら

た

なスタートとなります。病気
びょうき

や怪我
け が

、事故
じ こ

が無
な

い

ように全員
ぜんいん

、意識
いし き

してほしいと思
おも

います。 

私
わたし

は毎年
まいとし

、「必
かなら

ず前年度
ぜんねんど

を超
こ

える」ことを意識
いし き

して行動
こうどう

しています。時
とき

は流
なが

れています。「昨日
きの う

よ

り今日
きょ う

、今日
きょ う

より明日
あし た

」と向上
こうじょう

心
しん

を持
も

つことで、

日々
ひ び

の生活
せいかつ

が充実
じゅうじつ

するのではないでしょうか。また大事
だい じ

なことはしっかりと「振
ふ

り返
かえ

る」ことだと思
おも

います。今日
きょ う

できなかったことが、しっかりと「なぜできなかったの

か」と振
ふ

り返
かえ

れば、いずれできるように、また近
ちか

づくことができると思
おも

うので、今年度
こんねんど

はより一層
いっそう

意識
いし き

します。 

ここ最近
さいきん

、「震災
しんさい

に備
そな

えて」を考
かんが

えています。震災
しんさい

があった時
とき

に右往左往
うお う さ お う

しないよ

うに、しっかりと備蓄品
びちくひん

の確保
かく ほ

や震災
しんさい

マニュアルの作成
さくせい

に取
と

り組
く

んでいきたいと

思います
おも

。 

平成
へいせい

２９年度
ねん ど

が皆
みな

さまにとって素晴らしい
すば

一年
いちねん

になるよう、障害
しょうがい

福祉係
ふくしがかり

職員
しょくいん

一丸
いちがん

で頑張
がん ば

ってまいりますので、ご支援
しえ ん

・ご指導
しど う

の程
ほど

、よろしくお願
ねが

いいたします。 

障害
しょうがい

福祉
ふく し

係 長
がかりちょう

 岡部
おか べ

俊一
しゅんいち

（１面の続き） 

利用者
り よ う し ゃ

歓迎会
かんげいかい

 ～コスモス～

立川市
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議会
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生活
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介護
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歓迎会
かんげいかい

～マンボウ～ 
平成
へいせい

2９年度
ねんど

のマンボウ最初
さいしょ

の行事
ぎょうじ

として４月
がつ

１１日
にち

（火
か

）に「歓迎会
かんげいかい

」を行いました
おこな

。

今年
こと し

は２年
ねん

ぶりに新
あたら

しい利用者
りようしゃ

様
さま

が入
はい

り登録者数
とうろくしゃすう

が３０名
めい

になりました。また、新
あたら

しい職員
しょくいん

も増
ふ

えました。 

歓迎会
かんげいかい

はレクレーションで、「ビンゴ大会
たいかい

」を行いました
おこな

。１人
とり

ずつビンゴカード

を持
も

ち、出
で

る数字
すう じ

に一喜一憂
いっきいちゆう

しながらビンゴになると大盛
おお も

り上
あ

がりでした。 

4月
がつ

からマンボウに新
あら

たに 2名
めい

の

利用者
りようしゃ

様
さま

が仲間
なか ま

に入
はい

りました。皆
みんな

で

楽
たのし

しい活動
かつどう

をしていきます。 

次
つぎ

は何番
なんばん

かな~？？
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端午
た ん ご

の節句
せ っ く

 ～コスモス～ 

5月
がつ

2日
にち

（火
か

）に端午
たん ご

の節句
せっ く

の

行事
ぎょうじ

を行
おこな

いました。 

利用者
りようしゃ

様
さま

が描
か

いた大
おお

きな鯉
こい

に、

一人一人
ひと り ひ と り

がうろこを貼
は

って、

全員
ぜんいん

で鯉
こい

を完成
かんせい

させるというゲ

ームを行
おこな

いました。思
おも

い思
おも

いの

ところにうろこを貼
は

り付
つ

け、

素敵
すて き

な鯉
こい

ができました。その後
ご

はその鯉
こい

を背景
はいけい

に、兜
かぶと

をかぶっ

て記念
きね ん

撮影
さつえい

を行
おこな

いました。 

鯉
こい

のぼりは、鯉
こい

が急 流
きゅうりゅう

をさ

かのぼり滝
たき

を登
のぼ

ると竜
りゅう

にな

って天
てん

に登
のぼ

るという中国
ちゅうごく

の伝説
でんせつ

にちなみ、子
こ

どもが

どんな環境
かんきょう

にも耐
た

え立派
りっ ぱ

な人
じん

になるようにとの

立身出世
りっしんしゅっせ

を願
ねが

う飾
かざ

りです。

また鎧
よろい

兜
かぶと

は「身体
から だ

を守
まも

る」

という意味
い み

があり、交通
こうつう

事故
じ こ

や病気
びょうき

から大切
たいせつ

な子
こ

ど

もを守
まも

ってくれるようにと

いう願
ねが

いを込
こ

めて飾
かざ

ります。 

今年
こと し

も利用者
りようしゃ

様
さま

、職員
しょくいん

が元気
げん き

に楽
たの

しく過
す

ごせますように。 
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端午
た ん ご

の節句
せ っ く

 ～マンボウ～

マンボウでは５月８日（月
げつ

）に端午
たん ご

の節句
せっ く

の季節
きせ つ

行事
ぎょうじ

を行
おこな

いました。鯉
こい

のぼりや兜
かぶと

などの装飾
そうしょく

を創作
そうさく

活動
かつどう

の中
なか

で利用者
りようしゃ

様
さま

と一緒
いっしょ

に作
つく

り上
あ

げ、飾
かざ

り付
つ

けをしました。 

レクリエーションは、「兜
かぶと

チーム」「鯉
こい

のぼりチーム」「柏餅
かしわもち

チーム」の三
みっ

つに分
わ

か

れいろいろな所
ところ

に隠
かく

された兜
かぶと

の折
お

り紙
がみ

を探
さが

すゲームを行
おこな

いました。チームごとに

机
つくえ

の下
した

や棚
たな

の裏
うら

など一生懸命
いっしょうけんめい

探
さが

して見
み

つけました、兜
かぶと

に書
か

いてある点数
てんすう

を数
かぞ

えて、

見事
みご と

「鯉
こい

のぼりチーム」が勝
か

ちました。最後
さい ご

にはみんなで全体
ぜんたい

写真
しゃしん

を撮
と

り良
よ

い記念
きね ん

に

なりました 

職員
しょくいん

紹介
しょうかい

 今年度
こんねんど

、生活
せいかつ

介護
かいご

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

に新しく
あたら

職員
しょくいん

が入りました
はい

。 

４月
がつ

より「山下
やました

正
ただし

」「棚橋
たなはし

瑞枝
みず え

」、５月
がつ

より「尾
お

市
いち

信
まこと

」の 3名になります。一日
いちにち

も

早く
はや

マンボウ、コスモスに慣れる
な

よう頑張ります
がんば

ので、ご協 力
きょうりょく

の程
ほど

よろしくお願い
 ねがい

します。 

✿編集
へんしゅう

後記
こ う き

✿

今年
こと し

は山
やま

の日
ひ

という祭日
さいじつ

が増
ふ

えましたが土
ど

・日曜日
にちようび

にあたることが多
おお

く休
やす

みが

例年
れいねん

より少
すく

なくちょっと損
そん

をした気分
きぶ ん

ですが、生活
せいかつ

介護
かい ご

を利用
りよ う

する日
ひ

は増
ふ

えるの

で楽
たの

しい活動
かつどう

が過
す

ごせるようにしていきたいです。（あ） 
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